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36 
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
論
的
な
問
題
意
識
が
存
在
し
て
い
る
。
た
い
。
tion
し
て
き
た
か
を
検
討
し
、
I
開
題
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
瀬
尾
芙
巳
子
ー
成
長
率
分
析
の
試
み
ー
—
本
稿
で
は
、
前
稿
i
g
g
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
工
業
生
産
発
展
径
路
の
歴
史
的
趨
勢
historical
t
r
e
n
d
と
循
環
cycle
の
長
期
的
な
ら
び
に
短
期
的
統
計
型
statistical
p
a
t
t
e
r
n
の
検
出
と
そ
の
若
干
の
帰
結
の
あ
と
を
承
け
て
、
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
、
、
、
、
工
業
生
産
を
対
象
に
、
産
業
循
環
d
a
s
industrielle 
Z
y
k
l
u
s
1
1
B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
s
の
型
が
歴
史
的
に
い
か
に
変
形
modifica,
、
、
、
産
業
循
環
の
反
復
1
展
開
の
総
1
全
過
程
を
通
じ
て
経
済
構
造
の
内
部
的
モ
メ
ン
ト
が
い
か
に
変
貌
し
て
き
た
か
、
そ
こ
に
い
か
な
る
矛
盾
1
問
題
が
内
在
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
解
明
す
る
た
め
の
若
干
の
素
材
の
提
供
と
検
討
を
行
い
そ
の
場
合
に
引
き
続
き
統
計
的
用
法
に
依
拠
し
、
成
長
率
分
析
を
基
礎
と
す
る
が
、
（
瀬
尾
）
か
よ
う
な
数
量
的
処
理
を
操
作
す
る
基
礎
視
角
一六
37 
典
的
に
造
型
さ
れ
た
「
恐
慌
」
型
の
衰
類
↓
変
形
に
関
す
る
展
望
は
、
産
業
循
環
の
衰
頭
↓
安
定
化
と
い
う
帰
結
と
同
一
視
し
て
は
な
固
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
問
題
の
相
対
的
差
別
は
本
稿
の
一
論
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
以
上
に
要
約
し
た
諸
論
点
を
検
討
し
、
冒
頭
に
掲
げ
た
問
題
・
提
起
に
対
す
る
い
く
ら
か
の
中
間
的
帰
結
を
得
る
こ
と
を
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
第
五
に
、
（
瀬
尾
）
七
第
一
に
、
独
占
段
階
の
資
本
制
経
済
構
造
に
お
け
る
産
業
循
環
の
「
変
型
」
11modification
~
、
ツ
ガ
ン
・
バ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
、
ホ
ー
ト
レ
イ
、
、、
•
安
定
化
乃
至
恐
慌
の
緩
和
・
消
去
=
m
o
d
e
r
a
t
i
o
n
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
恐
慌
②
 
論
な
い
し
産
業
循
環
理
論
の
基
礎
に
拘
わ
る
理
論
的
視
角
で
あ
る
。
産
業
循
環
の
「
衰
第
二
に
、
実
物
的
産
業
循
環
に
対
す
る
貨
幣
•
金
融
現
象
の
照
応
的1
1
拡
散
的
役
割
は
、
超
歴
史
的
に
同
等
不
変
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
古
典
的
に
造
型
せ
ら
れ
た
「
恐
慌
」
現
象
把
握
の
歴
史
性
と
結
合
し
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
③
 
な
い
現
実
の
恐
慌
の
変
型
に
つ
い
て
の
展
望
に
関
わ
る
。
第
三
に
、
産
業
循
環
の
歴
史
的
過
程
を
通
じ
て
、
雇
傭
の
安
定
化
傾
向
と
い
う
べ
き
も
の
が
実
現
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
「
完
全
雇
傭
」
理
論
の
現
実
に
よ
る
検
証
を
通
じ
て
理
論
的
に
彫
啄
さ
れ
る
べ
き
現
実
的
・
実
践
的
問
題
視
角
を
提
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、
産
業
循
環
の
底
を
形
成
す
る
個
人
消
費
的
基
礎
の
動
向
に
示
唆
を
与
え
る
。
第
四
に
、
以
上
の
諸
点
の
分
析
を
通
じ
て
、
独
占
段
階
、
お
よ
び
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
を
劃
期
と
す
る
歴
史
過
程
に
対
応
す
る
産
業
、
、
、
、
循
環
の
変
型
に
同
一
の
型
が
抽
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
産
業
循
環
の
変
型
自
体
に
現
代
か
ら
み
た
歴
史
的
視
山
角
1
極
め
て
現
代
的
な
問
題
意
識
の
導
入
の
必
要
性
を
認
識
し
た
い
。
類」 カ
ッ
セ
ル
、
「
恐
慌
」
の
変
型
は
産
業
循
環
の
安
定
化
と
い
う
問
題
と
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
古
プ
ハ
ー
リ
ン
、
ペ
ル
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
な
ど
の
「
変
型
」
論
者
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
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米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
現
の
変
型
と
そ
の
構
造
試
み
る
。
そ
の
場
合
に
対
象
の
限
定
と
し
て
、
外
国
貿
易
や
対
外
政
策
の
効
果
な
ら
び
に
政
府
や
連
邦
準
備
銀
行
に
よ
る
財
政
的
・
金
融
的
政
策
の
独
自
的
効
果
の
測
定
は
当
面
捨
象
す
る
。
ま
た
国
民
所
得
統
計
の
整
備
は
ク
ヅ
ネ
ッ
ツ
の
資
料
を
以
て
補
完
し
て
も
一
九
一
九
年
以
前
に
遡
及
し
得
な
い
た
め
資
料
的
制
約
が
対
象
の
理
論
的
分
析
に
拘
束
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
附
記
し
た
い
。
拙
稿
「
米
国
工
業
生
産
発
展
の
歴
史
的
趨
勢
と
循
環
に
関
す
る
統
計
的
考
察
」
（
「
関
西
大
学
商
学
論
集
」
第
一
1
一
巻
第
一
一
一
号
所
収
）
産
業
循
環
の
変
型
を
恐
慌
の
揚
棄
に
結
合
す
る
見
解
に
対
す
る
諭
争
は
、
周
知
の
F
•
E
n
g
e
l
s
の
指
摘
に
続
く
J
•
K
•
K
a
u
t
z
k
y
の
N
u
g
a
n
,
B
a
r
a
n
o
w
s
k
y
 1.
対
す
る
論
争
、
及
び
R
o
s
a
R
u
x
e
m
b
u
r
g
 1.
よ
る
E.
B
e
r
n
s
t
e
i
n
の
見
解
の
批
判
が
あ
る
が
、
と
く
に
R
u
x
e
m
b
u
r
g
の
理
論
は
独
占
段
階
に
お
け
る
産
業
循
環
1
恐
慌
の
激
化
を
明
確
に
論
結
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
一
般
的
概
念
的
な
も
の
に
止
ま
り
、
現
実
分
析
の
精
密
さ
に
乏
し
く
、
か
つ
古
典
的
恐
慌
「
型
」
の
変
形
と
産
業
循
環
の
不
安
定
化
の
問
題
を
混
同
し
て
い
る
こ
の
時
代
の
理
論
に
通
有
の
弱
点
を
包
含
し
て
い
た
。
（
ベ
ル
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
「
恐
慌
と
近
代
的
経
済
の
適
応
能
力
」
一
八
九
九
年
カ
ウ
ッ
キ
ー
「
恐
慌
諸
理
論
」
一
九
0
一
ー
ニ
年
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
「
資
本
主
義
の
適
応
」
一
八
九
九
年
以
上
松
崎
敏
太
郎
訳
「
恐
慌
諸
理
論
」
所
収
F.
Engels̀
 
D
a
s
 Kapital, 
]I 
s.143 
s.534
長
谷
部
文
雄
訳
日
評
旧
版
第
八
分
冊
二
八
二
l
-―
一
頁
。
第
一
0
分
冊
一
―
1
0
八
l
九
頁
。
注
）
古
典
的
な
テ
ー
ゼ
と
し
て
、
恐
慌
の
「
窮
極
の
根
拠
」
d
e
r
letzte 
G
r
u
n
d
に
は
、
価
値
法
則
と
し
て
の
労
賃
法
則
及
び
資
本
制
人
口
法
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
「
消
費
制
限
」
と
、
恰
も
そ
れ
自
体
が
自
己
目
的
で
あ
る
如
く
展
開
す
る
生
産
能
力
と
の
相
対
的
乗
離
(11
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
）
が
措
定
さ
れ
て
い
る
が
、
恐
慌
現
象
そ
の
も
の
は
「
信
用
恐
慌
及
び
貨
幣
恐
慌
」
と
し
て
現
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
Marx,.,(jl
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
信
用
と
こ
れ
に
伴
う
一
般
的
な
物
価
昂
騰
と
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
た
過
剰
生
産
」
こ
そ
一
般
的
「
恐
慌
」
の
現
実
の
姿
態
な
の
で
あ
っ
て
銀
行
に
よ
る
信
用
の
操
作
は
逆
に
パ
ニ
ッ
ク
を
緩
和
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
「
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
」
(K.
M
a
r
x
,
 a.a.O. 
]I 
s
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2
7
1
~
3
 s.528 
ss. 
5
3
4
~
5
 s.537 
s.562 ~
l訳
硲
甲
十
生
分
皿
匹
―
0
一
ー
ニ
百f
o竿
R
-
0
^
“皿
血
二f
ル
上
1
l
`
八
]
貝
。
―
―
―
1
0
百
f。
-
―
―
―
四
I百
(
0
―
―
一
六
四
I
、
、
、
頁
。
）
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
一
般
的
命
題
が
現
局
面
に
い
か
に
産
業
循
環
の
変
型
と
結
合
し
て
現
実
に
生
起
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
信
用
及
び
価
格
機
構
の
包
括
的
な
分
析
な
し
に
、
最
近
の
古
典
的
「
恐
慌
」
の
欠
落
を
規
定
づ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
か
か
る
問
題
に
近
接
し
て
い
る
の
は
A
•
H
•
H
a
n
s
e
n
で
あ
っ
て
、
現
実
の
経
験
に
即
応
し
つ
つ
二
0
世
紀
の
米
国
経
済
の
特
徴
と
し
て
「
成
長」
g
r
o
w
t
h
と
「
激
動
」
u
p
h
e
a
v
o
l
と
を
挙
げ
、
「
振
動
」
oscillation
や
「
循
環
」
cycles
と
い
っ
た
控
え
目
な
表
現
以
上
の
も
の
す
な
わ
ち
「
巨
大
な
激
動
」
colossal
u
p
h
e
a
v
a
l
1
1
「
上
向
き
の
う
ね
り
」
u
p
s
u
r
g
e
や
「
崩
壊
」
collaps
と
い
っ
た
も
っ
と
光
彩
あ
る
術
語
（
瀬
尾
）
一八
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Il 
（
瀬
尾
）
一九
が
適
切
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
第
二
次
大
戦
以
降
を
「
準
戦
時
経
済
」
Q
u
a
s
i
,
W
a
r
E
c
o
n
o
m
y
 (11
「
前
例
な
き
軍
事
及
び
対
外
援
助
支
出
」
）
に
よ
り
「
以
前
に
経
過
し
た
い
か
な
る
循
環
に
も
密
接
な
類
似
を
も
た
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
二
重
の
意
味
で
の
産
業
循
環
の
変
型
を
指
摘
し
て
い
る
。
(Hansen,
Business Cycles a
n
d
 National Income, 1
9
5
1
 
p.3. 
p.36)
経
験
的
事
実
に
忠
実
た
ら
ん
と
、
、
、
す
る
＾
ソ
セ
ン
の
分
析
を
歴
史
的
運
動
法
則
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
理
論
的
に
再
整
理
す
る
こ
と
が
現
代
経
済
学
の
一
課
題
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
「
恐
慌
」
の
実
在
的
基
礎
1
基
礎
的
矛
盾
の
実
在
自
体
は
、
そ
の
発
現
形
態
11(
「
恐
慌
」
現
象
）
と
論
理
的
次
元
を
異
に
し
て
を
り
、
前
者
は
産
業
循
環
の
運
動
す
る
土
台
G
r
u
n
d
を
形
成
す
る
が
、
後
者
は
種
々
の
具
体
的
条
件
に
媒
介
さ
れ
て
発
現
す
る
現
象
形
態
を
意
味
す
る
も
ク
ラ
イ
ツ
ス
の
で
し
か
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
恐
慌
の
実
在
的
基
礎
G
r
u
n
d
の
持
続
が
そ
の
発
現
形
態
と
し
て
の
（
す
ぐ
れ
て
貨
幣
金
融
的
な
）
経
験
的
歴
史
バ
ニ
ッ
ク
的
恐
慌
現
象
の
変
容
（
乃
至
欠
落
？
）
を
伴
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
こ
と
と
産
業
循
環
の
土
台
の
消
去
と
は
別
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
パ
ニ
ッ
ク
の
姿
態
に
関
す
る
問
題
は
、
そ
の
「
窮
極
の
根
拠
」
に
関
す
る
問
題
と
、
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
は
産
業
循
環
の
総
1
全
過
程
を
通
じ
て
内
在
的
に
成
熟
す
る
要
因
で
あ
る
の
に
く
ら
べ
て
、
前
者
す
な
わ
ち
産
業
循
蹂
の
一
局
面
に
お
け
る
経
過
的
可
視
的
表
現
形
態
と
し
て
の
恐
慌
現
象
は
、
相
対
的
に
独
自
の
フ
ァ
ク
ク
ー
た
る
具
体
的
条
件
（
特
定
の
歴
史
的
金
融
・
貨
幣
制
度
等
々
）
と
結
合
し
て
の
み
存
在
し
う
る
。
こ
の
点
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
「
恐
慌
」
局
面
の
本
質
は
「
均
衡
回
復
」
過
程
で
あ
る
。
旧
来
の
恐
慌
現
象
が
一
時
的
に
ど
れ
程
破
局
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
に
し
て
も
終
局
的
に
均
衡
の
再
建
に
作
用
し
た
本
質
を
見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。
「
恐
慌
」
局
面
の
変
容
か
ら
土
台
の
安
定
化
を
論
理
的
に
帰
結
す
る
こ
と
は
、
恐
慌
の
本
質
を
「
均
衡
破
攘
」
と
し
て
捉
え
る
思
考
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
「
恐
慌
」
の
均
衡
論
的
理
解
の
一
変
種
で
あ
る
。
第
一
―
―
に
、
経
済
発
展
の
長
期
の
動
態
的
過
程
に
係
る
問
題
を
短
期
的
産
業
循
環
の
一
局
面
に
の
み
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
恐
慌
を
考
え
る
に
当
っ
て
古
典
的
「
恐
慌
」
現
象
に
関
す
る
慣
習
的
表
象
か
ら
脱
輝
し
、
対
象
の
考
察
を
産
業
循
環
の
総
1
全
過
程
を
通
じ
て
の
実
証
的
省
察
に
引
き
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
各
循
環
の
計
量
的
型
ほ
じ
め
に
実
証
的
・
数
量
的
循
環
型
の
導
出
を
行
う
が
、
そ
れ
は
循
環
の
計
量
的
模
型
を
自
己
完
結
的
に
作
成
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
内
部
構
造
の
問
題
の
所
在
に
よ
り
精
確
に
近
接
す
る
た
め
の
一
用
法
で
あ
り
、
具
体
か
ら
抽
象
へ
下
向
す
る
た
め
の
一
階
梯
と
し
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
客
観
的
対
象
と
の
密
着
と
い
う
第
一
次
的
認
識
段
階
と
し
て
、
ま
ず
、
短
期
的
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
“° 
七
個
に
つ
い
て
の
み
比
較
す
る
と
ほ
ぼ
つ
ぎ
の
よ
う
な
帰
結
が
得
ら
れ
る
。
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
産
業
循
環
の
計
量
的
型
の
導
出
を
行
う
。
本
稿
で
は
、
前
稿
に
お
け
る
各
循
環
の
回
復
年
よ
り
ピ
ー
ク
ま
で
の
ト
レ
ン
ド
と
サ
イ
ク
ル
と
の
算
出
・
図
示
の
あ
と
を
承
け
て
、
各
循
環
の
総
1
全
過
程
を
対
象
と
す
る
故
に
あ
ら
た
め
て
各
循
環
の
底
か
ら
底
ま
で
を
と
り
、
前
稿
と
同
様
に
銑
鉄
生
産
高
及
び
製
造
工
業
生
産
高
の
一
人
当
り
発
展
指
数
の
時
系
列
の
ト
レ
ン
ド
と
サ
イ
ク
ル
を
導
出
す
る
。
こ
の
場
合
、
底
と
は
も
っ
ば
ら
生
産
量
の
数
次
の
微
弱
な
低
下
を
凌
駕
す
る
一
年
以
上
の
期
間
に
亘
る
著
し
い
低
下
の
時
点
を
指
し
、
こ
れ
を
中
間
的
な
「
後
退
」
r
e
c
e
s
s
i
o
n
と
区
別
し
て
「
恐
慌
」
K
r
i
s
e
,
c
＂risis
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
「
恐
慌
」
か
ら
「
恐
慌
」
ま
で
を
個
別
的
産
業
循
環
の
一
1
全
過
程
と
す
る
。
こ
う
し
て
、
い
く
つ
か
の
産
業
循
環
の
反
復
の
う
ち
、
南
北
戦
争
終
了
1
米
国
産
業
資
本
確
立
以
後
の
資
本
制
的
な
正
常
的
産
業
循
環
は
七
個
(
a
、
b
…
…
)
を
記
録
し
得
る
。
そ
の
ほ
か
に
正
規
の
産
業
循
環
の
回
復
局
面
に
お
け
る
再
度
の
「
後
退
」
、
、
、
‘
 
ま
た
は
「
恐
慌
」
に
よ
っ
て
特
徴
的
な
副
次
的
循
環
が
二
個
(
,
c
‘
f
)
記
録
さ
れ
る
が
、
ま
た
一
個
の
特
殊
的
循
環
(g)
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
期
間
に
合
致
す
る
特
殊
な
サ
イ
ク
ル
と
し
て
記
録
さ
れ
る
。
（
第
一
次
世
界
大
戦
は
循
環
e
の
末
尾
に
存
在
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
よ
う
に
決
定
的
な
独
自
的
サ
イ
ク
ル
を
形
成
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
に
正
常
的
産
業
循
環
の
一
っ
と
し
て
の
C
の
う
ち
に
包
摂
す
る
。
）
こ
う
し
て
循
環
f
お
よ
び
循
環
g
を
そ
の
規
模
の
大
き
さ
の
故
に
前
記
七
個
の
正
常
的
循
環
に
附
加
し
て
合
計
九
個
の
「
正
常
的
」
「
副
次
的
」
な
ら
び
に
「
特
殊
的
」
産
業
循
環
を
得
よ
う
。
こ
う
し
て
第
一
図
及
び
第
二
図
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
時
系
列
グ
ラ
フ
・
ト
レ
ン
ド
・
サ
イ
ク
ル
の
す
べ
て
に
お
い
て
銑
鉄
生
産
高
は
製
造
工
業
生
産
高
と
相
対
応
的
に
変
動
し
、
し
か
も
後
者
を
一
般
に
よ
り
拡
散
し
た
型
に
お
い
て
表
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ラ
フ
の
う
ち
「
正
常
的
」
循
環
の
第
一
°
循
環
C
を
除
き
、
循
環
b
か
ら
循
環
f
に
か
け
て
全
循
環
過
程
の
最
小
自
乗
法
に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
た
趨
勢
値
(11
年
平
均
（
瀬
尾
）
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〇
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注
目
的
で
あ
る
こ
と
。
こ
う
し
た
全
く
著
し
い
成
長
率
の
態
様
の
差
異
を
示
す
「
回
復
」
・
「
上
昇
」
・
「
恐
慌
」
の
三
局
面
を
以
て
個
別
的
循
環
の
一
1
全
過
程
を
形
成
す
る
も
の
と
す
る
モ
デ
ル
を
仮
設
ぃ
、
各
局
面
の
年
平
均
成
長
第 一 表
全循蹂過程年平均発展率
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
循環 年 次
で
あ
る
。
(%) 
（
瀬
尾
）
そ
れ
ゆ
え
に
本
稿
で
は
、
一人当り一人当り
銑鉄生産高
製造工業
生産高
a 1865~1876年 12（年） 5.60 3.68 
b 1876~1885年 10 8.23 4.85 
C 1885~1896年 12 2.94 1.78 
d 1896~1908年 13 5.78 3.15 
e 1908~1921年 14 0.48 2.08 
f 1921~1932年 12 -5.13 -0.55 
※f'1932~ 1938年 7 18.78 9.25 
※g 1938~1946年 9 7.45 10.00 
(h 1946~ 1957年 12 2.13 2.70) 
Source;第一図と同じ。 （注） 循環 Cには便宜上
循環c'をも含めた。 ※は正常的循環とみなされな
い。循環hは未完結のゆえに比較しえない。
年数
り
で
あ
る
。
(11
結
論
第
一
。
）
四
ヽ
発
展
率
）
に
一
様
な
減
衰
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
循
環
h
は
尚
全
過
程
を
経
過
し
て
い
な
い
た
め
保
留
す
る
。
そ
の
数
値
は
第
一
表
の
通
第
二
。
各
循
環
の
全
過
程
に
お
け
る
ト
レ
ン
ド
を
除
去
し
た
サ
イ
ク
ル
の
型
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
日
サ
イ
ク
ル
の
描
く
拗
物
線
常
的
循
環
f‘
の
山
は
正
常
的
循
環
b
↓
d
か
ら
循
環
e
↓
f
に
か
け
て
高
く
な
り
、
非
正
、
、
、
、
、
③
g
に
お
い
て
も
揚
棄
さ
れ
な
い
サ
イ
ク
ル
の
発
散
化
性
向
を
示
し
て
い
る
。
口
正
常
的
循
環
b
↓
C
よ
り
循
環
d
↓
e
に
か
け
て
サ
イ
ク
ル
の
、
、
、
、
、
振
動
化
傾
向
が
み
ら
れ
、
非
正
常
的
循
環
f‘
↓
h
に
お
い
て
も
明
ら
か
な
顛
動
へ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
以
上
二
つ
の
内
容
、、
サ
イ
ク
ル
の
不
安
定
化
性
向
と
し
て
を
含
む
サ
イ
ク
ル
の
性
向
を
綜
括
し
て
、
帰
結
し
よ
う
。
（
結
論
第
二
。
）
こ
う
し
て
各
循
環
の
計
量
的
型
の
分
析
を
通
じ
て
ト
レ
ン
ド
の
「
減
衰
傾
向
」
と
、
サ
イ
ク
ル
の
「
不
安
定
化
性
向
」
と
が
そ
の
正
常
的
過
程
の
う
ち
に
検
出
さ
れ
た
。
g
を
除
外
す
れ
ば
、
な
お
計
量
的
型
の
測
定
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
日
循
環
の
回
復
局
面
が
一
挙
に
上
昇
す
る
発
展
率
の
大
き
さ
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
。
口
上
昇
局
面
は
か
な
り
緩
や
か
な
傾
斜
を
示
す
こ
と
。
国
各
循
環
末
に
有
す
る
恐
慌
局
面
が
一
挙
に
下
降
す
る
負
の
発
展
率
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
循
環
f
-42 
こ
こ
で
は
前
節
に
検
出
し
た
産
業
循
環
の
「
不
安
定
化
性
向
」
の
問
題
を
リ
ア
ル
・
ク
ー
ム
に
即
し
つ
つ
更
に
分
析
し
よ
う
。
ま
ず
予
備
的
作
業
と
し
て
、
米
国
工
業
に
お
い
て
歴
史
的
に
実
在
し
た
産
業
循
環
の
各
局
面
を
時
期
的
に
確
定
す
る
た
め
第
一
図
を
基
礎
と
し
て
第
二
表
を
作
成
す
る
。
(3) (2) (1) 
]I 
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
率
を
主
要
指
標
に
つ
い
て
算
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
循
環
の
反
復
を
通
じ
て
の
内
部
的
経
済
構
造
の
歴
史
的
変
化
の
分
析
に
接
近
す
る
方
法
と
し
よ
う
。
L
リ
ア
ル
・
タ
ー
ム
回
復
局
面
に
お
け
る
再
度
の
恐
慌
乃
至
後
退
と
は
つ
ぎ
の
定
義
に
よ
る
。
即
ち
H
後
退
直
前
の
ピ
ー
ク
に
お
い
て
一
人
当
り
生
産
高
が
、
始
め
て
前
期
の
恐
慌
局
面
直
前
の
ピ
ー
ク
の
高
さ
に
ま
で
達
し
た
か
、
又
は
達
し
な
か
っ
た
湯
合
。
口
回
復
局
面
通
有
の
一
気
に
駆
け
上
る
著
し
い
成
長
年
率
の
大
き
さ
。
本
稿
で
は
こ
の
局
面
を
、
前
期
の
循
環
過
程
の
末
尾
に
附
随
し
た
衛
星
的
（
附
帯
的
）
循
環
と
し
て
把
握
す
る
、
，
cへ
f
ほ
か
く
の
如
き
附
帯
的
循
環
と
み
な
し
こ
れ
を
「
副
次
的
」
循
環
と
称
す
る
。
こ
こ
で
「
性
向
」
と
は
量
的
水
準
の
概
括
的
な
位
相
を
示
し
、
と
く
に
、
連
続
的
、
傾
向
的
な
一
定
方
向
へ
の
漸
次
的
推
移
を
意
味
す
る
「
傾
向
」
と
区
別
す
る
。
J.A. 
S
c
h
u
m
p
e
t
e
r
の
モ
デ
ル
で
は
「
均
衡
」
の
上
下
に
正
弦
曲
線
を
仮
定
し
、
後
退
r
e
c
e
s
s
i
o
n
不
況
d
e
p
r
e
s
s
i
o
n
回
復
r
e
c
o
v
e
r
y
繁
栄
p
r
o
s
p
e
r
i
t
y
の
四
局
面
に
等
分
し
て
い
る
。
(do.
B
u
s
i
n
e
s
s
 
C
y
c
l
e
s
,
 
1
9
3
9
.
 
v
o
l
 I. 
c
h
a
p
 V
)
ま
た
A
.
F
,
B
u
r
n
s
と
w.c.
M
i
t
c
h
e
l
l
の
モ
デ
ル
に
お
い
・
て
は
富
士
山
型
の
曲
線
が
仮
定
さ
れ
収
縮
c
o
n
t
r
a
c
t
i
o
n
谷
底
t
r
o
u
g
h
拡
張
.
e
x
p
a
n
s
i
o
n
頂
上
p
e
a
k
の
四
局
面
が
区
分
さ
れ
、
頂
上
に
一
小
期
、
収
縮
と
拡
張
局
面
に
三
小
期
、
谷
底
に
二
小
期
が
割
当
て
ら
れ
計
九
小
期
を
小
区
分
し
て
い
る
。
(do. 
M
e
s
u
r
i
n
g
 B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
s
,
 1
9
4
7
)
し
か
し
か
か
る
機
械
的
に
精
密
た
だ
け
の
細
分
は
左
右
対
称
的
な
循
環
モ
デ
ル
の
幾
何
学
的
な
整
正
を
完
備
す
る
た
め
以
外
に
理
論
的
意
義
は
余
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
循
環
の
内
部
的
構
造
の
分
析
そ
こ
で
。
a
と
ほ
産
業
資
本
確
立
以
前
の
商
業
投
機
に
基
づ
く
前
期
的
恐
慌
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
（
瀬
尾
）
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第
二
表
各
循
環
の
各
局
面
年
次
表
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局
面
I
 
時
期
年
次
回
復
上
昇
年
上
昇
年
恐
慌
ー
局
面
上
昇
年
1
小
後
退
年
1
回
復
年
1
上
昇
年
I
小
後
退
年
1
回
復
年
1
上
昇
年
1
小
後
退
年
1
活
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①
/1946~1947,1947~1948,1948-1949,1949~1950,1950~195111951~1952,1952~19581 
/1953~1954,1954~19561 
（注）
①
循
環
h
の
局
面
に
つ
い
て
は
一
応
1957
年
の
後
退
ま
で
を
綜
括
し
て
あ
る
が
，
こ
れ
は
便
宜
的
な
も
の
で
，
こ
の
時
点
を
以
て
循
環
h
が
完
結
し
た
こ
と
を
も
又
，
こ
の
時
点
が
循
環
的
「
恐
慌
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
論
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
．
※
は
非
正
常
的
循
環
を
示
す
。
以
下
こ
れ
を
準
ず
る
。
②
は
金
融
恐
慌
と
み
な
さ
れ
る
。
③
こ
の
時
点
は
特
殊
的
ナ
イ
ク
ル
末
尾
の
「
調
整
」
過
程
を
示
す
も
の
で
範
睛
的
「
恐
慌
」
で
は
な
い
が
特
殊
循
環
の
終
末
過
程
と
し
て
類
推
的
に
掲
げ
た
。
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第
三
表
1
人
当
り
銑
鉄
及
び
製
造
工
業
生
産
高
年
乎
均
発
展
率
回
目
時1:1
回
復
上
上
昇
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9
昇
年
OO 
恐
慌
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環
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Source; 
P
（
銑
鉄
生
産
裔
）
は
Historical
Statistics 
of 
United States, 
1789~1945, 
p.149. 
Statistical 
Abstract of 
U.S.. 1955, 
p.835, 
1957, 
p.821. 
M
（製
造
工
業
生
産
高
）
は
1
8
6
6
~
1
9
1
9
年
は
W
.
M
.
Persons
指
数
(op.
cit. 
p.179), 
1
9
1
9
~
1
9
5
6
年
は
Federal
R.serve
指
数
(Economic
Almanac, 
1958, 
p.279, 
p.278~9)
を
基
礎
と
し
，
各
年
の
人
口
指
数
で
割
っ
た
も
の
の
対
数
の
最
小
自
乗
法
に
よ
る
年
平
均
発
展
率
を
算
出
。
①
は
金
融
恐
慌
の
結
果
と
み
な
し
て
よ
い
。
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サ
内
..lJ’
一
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招
固
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起
諮
煕
Qr{-
以
0
ニ
ド
4
共
~
,
頴
熙
0
五
器
：
蝦
晦
祷
以
"'II'\
K..lJ
ヤ
ャ
ト
k
Q
堂
並
茶
:ijjW'
熙
煕
ヽ
五
盤
1'5 
こ
の
よ
う
な
小
波
動
は
特
に
顕
著
で
あ
る
。
現
は
超
歴
史
的
な
も
の
で
な
く
、
独
占
的
企
業
体
制
の
形
成
1
確
立
以
後
の
歴
史
的
時
点
に
結
合
し
て
明
確
化
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
独
占
段
階
以
後
の
小
後
退
の
出
現
1
顕
著
化
は
恐
慌
局
面
に
お
け
る
負
の
発
展
率
の
深
化
傾
向
に
代
替
的
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
第
三
表
に
お
け
る
正
常
的
循
環
(
b
↓
f
)
の
恐
慌
局
面
の
負
の
数
値
の
深
化
傾
向
と
補
完
し
あ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
独
占
段
階
以
降
に
は
「
小
後
退
」
の
介
在
の
明
確
化
が
恐
慌
局
面
の
衰
退
率
の
正
常
的
過
程
に
お
け
る
深
化
傾
向
と
結
合
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
(11
結
論
第
三
。
）
第
一
に
、
ま
ず
「
上
昇
」
向
を
と
り
負
の
数
値
が
減
少
の
方
向
を
辿
る
こ
と
を
「
プ
ラ
ス
効
果
」
と
よ
び
、
反
対
の
場
合
を
「
マ
イ
ナ
ス
効
果
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
う
す
る
と
循
環
a
↓
循
環
b
に
は
、
発
展
率
の
「
プ
ラ
ス
効
果
」
が
支
配
し
、
循
環
b
↓
循
環
f
に
は
そ
の
「
マ
イ
ナ
ス
局
面
の
プ
ラ
ス
水
準
・
恐
慌
局
面
の
マ
イ
ナ
ス
水
準
が
共
に
強
く
こ
れ
を
「
不
安
定
性
向
」
と
仮
称
し
よ
う
。
こ
う
し
て
米
国
工
業
生
産
は
そ
の
リ
ア
ル
・
ク
ー
ム
に
お
い
て
「
ブ
ラ
ス
効
果
」
優
位
1
好
況
化
傾
向
の
時
点
を
歴
史
的
に
経
過
し
、
位
1
不
況
化
傾
向
と
「
不
安
定
性
向
」
と
へ
の
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
(11
結
論
第
四
。
）
第
二
に
、
「
回
復
」
ス
効
果
の
回
復
を
み
せ
る
が
、
（
瀕
尾
）
四
五
前
期
に
比
ら
べ
て
上
昇
効
果
」
が
支
配
し
て
い
る
こ
と
が
検
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（
い
ま
記
載
の
時
期
別
区
分
を
導
入
す
る
と
、
各
時
期
初
に
は
若
干
プ
ラ
さ
ら
に
、
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
い
わ
ゆ
る
小
後
退
m
n
i
o
r
recession
乃
至
小
波
動
m
i
n
o
r
cycle
の
出
「
上
昇
」
局
面
を
綜
括
し
て
、
他
の
「
回
復
」
「
恐
慌
」
両
局
面
と
並
列
・
対
比
さ
せ
た
第
四
表
を
作
成
し
よ
う
。
「
恐
慌
」
の
両
局
面
を
対
比
す
る
。
い
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
欄
を
縦
に
辿
る
に
つ
れ
て
正
の
数
値
が
増
大
の
方
傾
向
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
効
果
が
優
越
す
る
。
）
更
に
循
環
f‘
循
環
g
に
は
、
「
マ
イ
ナ
ス
効
果
」
優
「
恐
慌
」
の
両
局
面
を
対
比
し
、
各
欄
を
そ
れ
ぞ
れ
横
に
辿
る
と
、
循
環
a
↓
,c
に
は
回
復
局
面
の
プ
ラ
ス
の
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
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囲
H
縣
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共
お
心
涸
嶽
瞑
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Q
~
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睾
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第
四
表
各
循
環
局
面
実
物
的
主
要
指
標
年
平
均
成
長
率
一
覧
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Source; 
(1)~(4)
は
第
一
図
と
同
じ
。
（5
）は
1897~1908
年
は
Economic
Almanac, 
1958, 
p.402, 
1909~1957
年
はop.
cit. 
p.394, 
1929
年
ド
ル
に
よ
る
。
(6) 
(7)
は
op.
cit. 
p.403.
い
ず
れ
も
1947
年
ド
ル
に
よ
る
。
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47 
以
上
に
検
出
し
た
リ
ア
ル
・
ク
ー
ム
で
の
産
業
循
環
の
「
構
造
的
不
安
定
性
向
」
は
、
そ
の
上
向
1
1
現
実
化
の
過
程
に
お
い
て
価
格
(2) 
注
山
2. 
（
瀬
尾
）
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
四
七
結
を
み
な
い
た
め
に
か
か
る
実
証
的
帰
結
に
包
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
上
昇
局
面
の
ト
レ
ン
ド
の
減
衰
と
「
小
後
退
」
m
i
n
o
r
recession
の
顕
著
性
1
1
振
動
化
傾
向
の
進
行
に
よ
っ
て
、
尚
上
述
の
結
論
の
反
証
を
な
す
に
至
っ
て
い
な
い
。
、
、
、
と
こ
ろ
で
以
上
に
分
析
し
た
よ
う
な
工
業
生
産
力
の
現
実
の
減
衰
的
・
不
安
定
的
性
格
は
自
然
的
な
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
現
実
の
歴
史
的
構
造
に
対
す
る
経
済
学
的
分
析
を
媒
介
と
し
て
の
み
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
第
四
図
表
に
み
ら
れ
る
労
働
生
産
性
の
著
し
い
上
昇
性
向
（
特
に
一
九
一
―
-0年
代
以
降
）
を
、
特
殊
的
サ
イ
ク
ル
と
し
て
の
循
環
g
に
お
け
る
高
い
発
展
率
の
実
現
と
共
に
考
慮
す
れ
ば
、
米
国
工
業
に
お
け
る
潜
在
可
能
的
生
産
能
力
が
、
現
実
の
生
産
発
展
率
の
減
衰
的
並
び
に
、
、
、
不
安
定
的
頑
向
に
も
拘
ら
ず
か
な
り
高
度
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
潜
在
的
生
産
能
力
の
態
様
と
現
実
の
生
産
水
準
の
そ
れ
と
の
矛
盾
に
対
す
る
予
想
は
、
後
者
の
制
約
要
因
と
し
て
の
実
現
を
規
制
す
る
市
場
問
題
の
分
析
が
、
産
業
循
環
の
理
論
以
上
の
帰
結
ほ
銃
鉄
及
び
製
造
工
業
生
産
に
つ
い
て
よ
り
よ
く
当
嵌
ま
る
が
、
G
N
P
に
つ
い
て
は
特
に
サ
イ
ク
ル
の
型
の
陥
落
化
傾
向
は
検
出
さ
れ
難
い
。
こ
の
こ
と
は
G
N
P
の
概
念
に
由
来
し
、
そ
れ
が
市
場
面
で
の
把
握
に
よ
る
た
め
に
生
産
時
点
か
ら
の
遅
れ
t
i
m
e
l
a
g
が
あ
り
、
政
府
支
出
な
ど
の
恐
慌
局
面
に
お
け
る
反
作
用
の
余
地
を
含
む
た
め
で
あ
る
。
上
昇
局
面
の
ト
レ
ン
ド
の
逓
減
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
参
照
。
循
環
e
、
循
環
g
の
末
尾
の
調
整
過
程
が
、
そ
れ
ぞ
れ
世
界
大
戦
の
終
結
に
伴
う
復
員
兵
力
の
吸
収
な
ど
の
異
例
の
過
程
を
伴
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
こ
の
時
点
の
数
値
の
マ
イ
ナ
ス
を
一
応
例
外
的
に
み
る
こ
と
が
で
き
、
労
働
生
産
性
の
各
局
面
を
通
じ
て
ほ
ぼ
一
貫
し
た
上
昇
性
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
農
業
労
働
生
産
性
は
工
業
よ
り
マ
イ
ナ
ス
度
が
強
い
が
こ
れ
は
「
恐
慌
」
局
面
の
初
め
に
お
け
る
放
出
労
働
力
の
農
村
帰
休
1
1
吸
収
を
反
映
し
、
こ
の
面
で
の
循
環
的
影
響
は
工
業
よ
り
む
し
ろ
農
業
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
る
も
の
と
い
え
る
。
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
94 
米
囲
H
縦
以
共
士
内
測
継
頴
縣
Q
娯
商
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鎚
頬
（
悪
圏
）
第
五
表
各
循
環
に
お
け
る
卸
売
物
価
の
年
平
均
騰
貴
率
（
％
）
回＜
時
期1循
環1
年
次
1:
l
上
昇
局
面
1
慌
復
I
I
 
'
上
昇
年
I
I
上
昇
年
I
I
 
I
恐
面
上
昇
年
小
後
退
1
回
復
I
上
昇
，J、
後
退
回
復
l
上
昇
小
後
退
活
況
年
局
面
A°I
叫
1852~18581
<1352存．
11
+1.91 
I
 
|
 
|
 
I
 
|
 
I
 
I
 
I
 
-5.4 
••2 I
 
1858~18651 
-1.61-0
．11
①
+0.7| 
I
 +11 翌1
I
 
I
 
I
 
I
 十
町
①．21 
+13
①
 
.9 
1865~18761 
一11,91
-7.51 
-7.31 
I
 
ー4.5|
I
 
I
 
I
 
I
 +2.01 
ー4.1
-6.21 
+o.4J 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
-5.5 
11885~18
叫
I
-1.l| 
＋0.8| 
＋1.8| 
I
 -1.11 
ー0.11
I
 -6,5| 
I
 
I
 (1893~4 ー)10 
.2 
1894~18961 
+t.91 
I
 -ul 
I
 
I
 +0 11 
+0 8| 
（1
9
0̀
 
I
 
I
 
1896~19081 
+0.2| 
＋5.8| 
＋1.4| 
+2.51 
I
 +5.5| 
ー3.5
1908~1921 
I
 
+7.6| 
＋4.o1-7.7| 
＋6.5| 
+1.ol 
ーui+12~I
+23R .91 
+5
⑨.5 |
 +11,R 1
 
ー36R,8 
f
 i
 
1921-1932 I
 
ー1.o|
＋4.o1 
-2.4| 
I
 
(1924+~s5
、)5| 1
 
（1925-~77,) 9
 
|
 
I
 +1.3| 
I
 -1.41 
ー14.2
C
 
~ 11932~1938 I
 
+6.21 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
-8.9 
~ 11938~1946 I
 
ー1.9,
+7翌
1
I
 
I
 
|
 
I
 
I
 
|
 
I
 
I
 
+
両7.6 
Dlhl1946...; 
I
 
+22翌
I
+
s翌
1
-5.o| 
＋4.o| 
+11
④.2 |
 
ー2.8,
-1.31 
I
 
(1953+~05.) 2
 
|
 
(1955+~36.) 3
 
|(1956.5~19+582•.5 2) 
Source; 
Bureau of 
Labour Statistics
に
よ
る
指
数
。
1848
年
～19“
年
It.Historical Statistic..p.233~4, 
1944~1956
年
は
Economic
Almanac, 
op. 
cit. 
p.69 
1956-5~1958-5 
I文
SCB.
July, 
1957, 
July 
1958
に
よ
り
同
前
の
方
法
で
算
出
。
（
注
）
①
は
南
北
戦
争
期
の
物
価
騰
貸
②
は
第
1
次
大
戦
中
及
び
戦
後
の
イ
ソ
フ
レ
ー
ツ
ョ
ン
と
そ
の
崩
壊
⑧
は
第
2
次
大
戦
中
と
戦
後
の
物
価
輯
費
④
は
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
影
響
を
示
す
。
縣
鎚
心
器
令
..1..lt,-!Q~J Al冷
艇
怜
語
孟
歯
嶽
や
伶
心
茶
'
~
J
~J
や
廷
垣
竿
ヽ
-R
11'K -4 
Q
英
友
坦
以
縣
皿
坦
俎
熙
酋
喫
幽
心
鋸
王
ぷ
キ
共
茶
-
ト
ミ
・
｀
―
4
址
魯
太
心
4
短
Q
怜
椒
艇
起
匡
址
ニ
み
柏
心
友
迫
染
檻
祁
4
0
ド
抽
＃
み
’
t
¥
J
Q
座
匡
酪
遥
＝
畷
邸
祁
中
忘
⇒
＃
ニ゚
,49 
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し
た
が
、
第
二
に
、
（
瀬
尾
）
四
九
(11
独
占
的
価
格
体
系
の
「
旧
型
」
運
動
）
価
格
機
構
の
な
か
で
は
卸
売
物
価
と
利
子
率
と
の
二
指
標
を
撰
択
し
、
第
二
表
を
基
礎
と
し
て
、
第
五
表
と
第
六
表
と
を
作
成
し
よ
う
。
ま
ず
卸
売
物
価
に
つ
い
て
の
第
五
表
を
検
討
す
る
と
次
の
よ
う
な
歴
史
的
概
観
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
循
環
。
の
に
は
南
北
戦
争
の
戦
費
調
達
の
た
め
の
兒
換
性
の
な
い
連
邦
政
府
紙
幣
g
r
e
e
n
b
a
c
k
s
の
発
行
(
-
八
六
二
年
）
そ
の
終
煉
後
、
国
法
銀
行
制
度
Z
a
t
i
o
n
a
l
B
a
n
k
i
n
g
 S
y
s
t
e
m
の
整
備
に
よ
り
産
業
資
本
の
成
熟
を
反
映
す
る
自
由
競
争
価
格
体
系
の
安
定
化
と
と
も
に
、
卸
売
物
価
は
生
産
力
上
昇
に
伴
う
社
会
的
価
値
の
低
落
を
反
映
し
、
循
環
a
↓
循
環
，
c
を
通
じ
て
ほ
ぼ
継
続
的
な
低
下
傾
向
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
時
期
に
は
ほ
ぼ
完
全
な
自
由
競
争
価
格
市
場
の
支
配
と
商
品
の
需
給
勢
力
の
動
的
な
均
衡
状
態
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
(11
古
典
的
価
格
体
系
の
支
配
）
③
 
一
八
九
七
i
一
九
0
四
年
の
ト
ラ
ス
ト
化
の
時
期
に
合
致
す
る
循
環
d
に
は
継
続
的
な
価
格
の
上
昇
が
み
ら
れ
、
商
品
供
給
の
側
の
市
場
に
お
け
る
優
位
性
、
す
な
わ
ち
独
占
的
価
格
の
規
制
力
の
出
現
が
想
定
さ
れ
る
。
(11
独
占
的
価
格
体
系
形
成
期
）
第
三
に
、
循
環
e
↓
f
に
お
い
て
は
、
価
格
の
上
下
変
動
が
著
し
く
、
こ
の
時
期
の
危
機
的
状
況
を
構
成
す
る
一
因
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
第
四
表
に
準
じ
て
作
成
し
た
第
一
0
表
に
よ
っ
て
「
上
昇
」
局
面
を
通
観
す
る
と
、
循
環
d
、
e
の
価
格
上
昇
傾
向
に
対
し
、
循
環
f
に
は
緩
舒
な
低
下
傾
向
を
は
ら
み
生
産
力
の
上
昇
（
第
一
表
参
照
）
の
も
と
で
の
社
会
的
価
値
低
落
を
反
映
し
、
後
退
期
の
感
応
性
と
共
に
独
占
価
格
機
構
の
下
で
の
価
値
法
則
の
作
用
を
示
し
て
い
る
。
第
四
に
、
こ
れ
に
対
し
て
循
環
g
↓
h
に
は
緩
舒
な
変
動
を
通
じ
て
の
価
格
上
昇
性
向
の
根
強
さ
が
生
じ
、
そ
れ
は
騰
貴
率
の
大
き
固
さ
よ
り
む
し
ろ
不
況
局
面
の
下
方
硬
直
化
傾
向
を
以
て
注
目
さ
れ
る
。
(11
独
占
的
価
格
体
系
の
「
新
型
」
運
動
）
以
上
に
概
括
し
た
う
ち
重
要
な
こ
と
は
、
独
占
的
価
格
体
系
の
「
旧
型
」
運
動
の
「
新
型
」
へ
の
変
形
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
独
占
的
競
争
の
側
の
市
場
支
配
力
の
強
化
と
結
合
し
つ
つ
、
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
機
能
が
リ
ア
ル
・
ク
ー
ム
ヘ
の
照
応
効
果
か
ら
そ
の
乖
離
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
os 
米
囲
H
糠
以
名
太
内
拙
絲
無
煕
Q
嵌
剌
心
ギ
Q
鎚
頬
（
悪
圏
）
第
六
表
各
循
環
に
お
け
る
利
子
率
の
動
向
（
彩
）
阻
0
時
期
1循
環
1
年
I
 
I
 
上
昇
局
面
I
 
次
回
復
上
昇
年
上
昇
年
恐
慌
局
面
上
昇
年
I,1
、
後
退
1
回
復
1
上
昇
I,]
、
後
退
1
回
復
1
上
昇
I,1
、
後
退
i
活
況
局
面
I
 
a°1 |
 
1852~1858 |
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
|
 
I
 
I
 
I
 
Ao 
|
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
|
 
I
 
I
 
|
 
心
l
1858~1865 |
 
• 11865~ 1876 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
|
 
|
 
I
 
|
 >＋
5
 
A
 
b
 /
 1876~18851 
>
H
 I
<
+？門
|
 
|
 
I
 
|
 
|
 
|
 
I
 
|
 ＞-17 
c
 |
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i
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 ＜
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c'11894~ 1896 
I
＜
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I
 
I
 
I
 
I
 
d
 11896~1908 I
＞
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I
＜
ー
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I
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1
1
 
I 雙
竺
'";3~)I
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1
1
 
I
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1
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I
 <-
1
1
 
I
 
I
 
I
 <+
2
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I
 >-
1
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B
 
e
 11908~1921 I
 >-
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0
 
I
 <+
1
 
I
 >-
1
8
 
I
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I
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1
4
 
I
 >-
3
 
I
 >-
3
1
 
I
 <+
1
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 ;;団。
1
 ど召，
I
 ;:;品
f
 I
 1921 
19321 
s.s3 
I
 s.s2 
I
 s.10 
I
 s.os 
I
 
I
 4.96 
I
 
I
 s.11 
I
 
|
 5.83 
|
 9響
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1
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<
+
1
 
>
-
2
1
 
<
-
1
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 f'J 
1932~19381 
2.59 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
|
 
I
 
I
 
I
 
I
 2.53 
g
 11938~1946 
I
 2. 78 
I
 <1響
I
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 
I
 2.1 
D
 I
 h /
 1946~ 
I
 2.1 
|
 2.5 
I
 2.1 
I
 2.1 
|
 3.1 
|
 3.5 
I
 3.7 
I
 
I
 3.6 
I
 (1956) 
I
 
4.2 
Source; 
1875~ 1925
年
は
，
C.
Snyder, 
Business 
Cycles 
and 
Business Measurement, 
p.309
に
よ
り
New
York
の
6Q~90
日
間
商
業
手
形
の
年
平
均
利
子
率
の
1875~1923
年
平
均
か
ら
の
バ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
変
化
を
示
す
。
之
は
上
昇
又
は
下
降
の
傾
向
を
示
す
も
の
。
正
負
符
号
を
附
さ
な
い
数
字
は
1919~1944
年
は
，
Historical 
Statistics, 
p, 
279. 
1945~1956
年
は
Economic
Almanac, 
1958, 
p. 
81
よ
り
，
19
都
市
の
91
銀
行
に
よ
る
短
期
事
業
貸
付
年
当
り
銀
行
利
子
率
を
示
す
。
起
〈
Q
碁
瞑
心
ぐ
ギ
ド
ニ
心
J..¥)
や
伶
心
゜
~J Q
 ~J..\)祁
獣
足
席
rt,悔
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0
ニ
ド
鋸
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⇒
サ
ぬ
°
（
配
＜
樹
）
~J
共
足
サ
共
召
'
撼
l
且
＇
網
熙
心
→
い
は
索
t+,
悔
叙
酋
釘
甜
染
環
堂
茶
{
&
共
＇
葉
庄
配
鴻
椅
嘩
誕
忍
疇
瞬
匿
斜
匙
囲
匁
,...)¥..JQ
郵
器
心
盆
戦
ヤ
共
召
'
l
J
Q
A
J
4
廷
崇
怜
擁
誕
Q
煕
挑
匡
や
Q
艇
怜
語
磁
燃
姓
語
Q
怜
椒
製
母
Q
嵌
感
や
埒
い
g
刈
外
心
兵
心
゜
⇒
ふ
心
址
'
51 
(3) 
体
系
の
機
能
の
転
質
と
い
う
状
況
の
下
で
、
ズ
ム
の
照
応
的
1
1
拡
散
効
果
を
濾
過
し
つ
つ
、
（
瀬
尾
）
五
第
二
に
、
循
環
e
の
末
よ
り
循
環
h
に
か
け
て
利
子
率
水
準
の
顕
著
な
低
下
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
企
業
内
部
留
保
の
増
G
 
大
・
法
人
税
比
重
の
増
加
・
債
務
分
割
償
還
制
の
実
施
な
ど
と
相
侯
っ
て
法
人
企
業
に
お
け
る
利
子
率
の
コ
ス
ト
と
し
て
の
意
義
が
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
利
子
率
に
お
い
て
も
、
二
0
年
代
↓
三
0
年
代
を
媒
介
と
し
て
、
「
旧
型
」
に
お
け
る
如
き
実
物
的
状
況
の
拡
散
効
果
か
ら
「
新
型
」
の
消
極
的
効
果
へ
の
、
す
な
わ
ち
む
し
ろ
心
理
的
な
変
動
要
因
た
る
以
外
に
実
効
的
に
は
殆
ど
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
な
も
の
へ
の
転
態
が
検
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
リ
ア
ル
・
ク
ー
ム
で
の
「
構
造
的
不
安
定
性
向
」
は
、
「
恐
慌
」
現
象
の
激
化
に
帰
結
し
た
が
、
第
二
に
二
0
年
代
i-
＝-0年
代
を
経
て
価
格
「
新
型
」
の
現
実
化
過
程
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
上
に
分
析
ネ
ガ
テ
イ
プ
し
た
転
質
の
内
容
は
一
時
的
・
経
過
的
に
は
企
業
行
動
に
と
っ
て
否
定
的
な
も
の
で
は
な
く
「
構
造
的
不
安
定
性
向
」
を
現
象
的
に
糊
塗
し
得
る
だ
け
の
収
益
性
に
有
利
な
条
件
の
引
延
ば
し
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
貨
幣
・
金
融
制
度
の
変
化
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
状
況
は
「
恐
慌
」
の
型
を
現
象
的
に
変
容
し
う
る
一
聯
の
諸
条
件
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
基
礎
的
な
リ
ア
ル
・
タ
ー
ム
で
の
「
不
安
定
性
向
」
を
除
去
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
造
的
1
1
論
理
的
次
元
に
関
す
る
省
察
か
ら
も
直
ち
に
明
ら
か
な
グ
ル
ン
ド
・
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
変
動
の
基
礎
は
需
給
機
構
を
捨
象
し
た
次
元
に
お
い
て
己
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
A.J•Y. 
B
r
o
w
n
,
 T
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
y
,
 1
8
6
0
-
`
1
9
4
0
,
 
1
9
5
1
.
渡
辺
誠
毅
訳
、
一
―
―
―
―
頁
。
ま
た
一
九
0
四
年
の
J.
M
o
o
d
y
の
調
査
に
よ
れ
、
ほ
ぼ
五
一
―
1
0
0
の
異
な
っ
た
企
業
plant
を
結
合
し
七
0
億
ド
ル
以
上
の
資
本
を
集
稼
し
た
一
―
―
―
八
の
ト
ラ
ス
ト
を
記
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
全
資
本
の
六
分
の
五
を
有
す
る
二
三
六
の
ト
ラ
ス
ト
は
一
八
九
八
年
一
月
以
後
に
統
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
最
大
の
七
社
で
二
五
億
ド
ル
以
上
の
資
本
の
集
稲
を
誇
っ
た
が
、
そ
れ
は
the
A
m
a
l
g
a
m
a
t
e
d
 C
o
p
p
e
r
 C
o
m
p
a
n
y
 (
1
8
9
9
)
,
 
the 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
S
u
g
a
r
 
Refining 
C
o
m
p
a
n
y
 (
1
8
9
1
)
,
 
t
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
S
m
e
l
t
i
n
g
 
a
n
d
 
Refining 
C
o
m
p
a
n
y
 (
1
8
9
9
)
,
 
the 
Consolidated 
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
ま
ず
第
一
に
「
旧
型
」
の
状
況
の
下
で
は
価
格
メ
カ
ニ
52 
(6) (5) (4) 
3
雇
傭
と
賃
銀
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
蹂
の
変
型
と
そ
の
構
造
T
o
b
a
c
c
o
 
C
o
.
 
(1901), 
t
h
e
 
S
t
a
n
d
a
r
d
 
O
i
l
 C
o
.
 
(1899), 
t
h
e
 
U. S. 
S
t
e
e
l
 
C
o
.
 
(1901), 
t
h
e
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
m
e
r
c
a
n
t
i
l
e
 
m
a
r
i
n
e
 
C
o
.
 
(1902)
で
、
そ
の
中
唯
一
っ
を
除
き
一
八
九
八
年
以
後
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
(H.
U. 
F
a
u
l
k
n
e
r
,
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
.
 
H
i
s
t
o
r
y
,
 
1924, 
7
t
h
 E
d
.
 1954, 
p.428) 
こ
の
こ
と
は
戦
後
の
独
占
的
競
争
が
価
格
よ
り
も
品
質
面
で
行
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
p
r
i
c
e
l
e
a
d
e
r
s
h
i
p
 
!J.
よ
る
管
理
価
格
a
d
m
i
n
i
s
t
e
r
d
p
r
i
c
e
の
支
配
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
側
面
を
指
摘
す
る
文
献
と
し
て
、
A
.
F. 
B
u
r
n
s
,
 
P
r
o
s
p
e
r
i
t
y
 
w
i
t
h
o
u
t
 
Inflation, 
1957. 
(
後
藤
誉
之
助
訳
）
又
や
や
古
い
が
A.
C. 
M
e
a
l
,
 Industrial 
C
o
n
c
e
n
t
r
a
t
i
o
n
 a
n
d
 P
r
i
c
e
 
Inflexibility, 
1942. 
T
.
W
.
 A
r
n
o
l
d
,
 T
h
e
 B
o
t
t
l
e
n
e
c
k
s
 of 
B
u
s
i
m
e
s
s
,
 
1
9
4
0
 
A
.
F
.
 B
u
r
n
s
,
0
p
.
 cit.
前
掲
邦
訳
七
一
ー
七
四
頁
。
、
、
、
こ
の
こ
と
は
、
非
法
人
企
業
に
お
い
て
利
子
率
負
担
が
同
様
に
全
く
ネ
グ
リ
ジ
、
フ
ル
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
循
環
h
の
後
年
の
利
子
率
水
準
の
上
昇
領
向
は
弱
小
非
法
人
企
業
分
野
の
資
金
調
達
の
相
対
的
困
難
性
を
予
想
し
う
る
。
ま
た
同
様
に
利
子
率
政
策
の
効
果
的
分
野
が
非
法
人
又
は
弱
小
法
人
企
業
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
だ
が
他
方
利
子
率
政
策
そ
の
他
は
最
近
の
金
融
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
も
減
殺
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
連
邦
進
備
制
度
が
薗
接
的
権
限
を
も
た
な
い
と
こ
ろ
の
非
加
盟
金
融
団
体
た
る
生
命
保
険
会
社
、
貯
蓄
貸
付
組
合
、
貯
蓄
銀
行
、
投
賓
会
社
、
年
金
基
金
な
ど
が
急
速
に
成
長
し
、
一
九
二
二
年
末
に
は
商
業
銀
行
の
資
産
総
額
が
そ
の
他
の
金
融
機
関
を
若
干
上
廻
っ
て
い
た
の
に
一
九
五
五
年
末
に
は
商
業
銀
行
は
そ
の
他
の
機
関
の
資
産
総
額
の
五
1
1
％
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
更
に
商
業
銀
行
の
資
産
に
大
量
の
財
務
省
証
券
が
含
ま
れ
て
い
る
現
状
は
、
連
邦
迩
備
制
度
の
信
用
政
策
を
相
殺
し
う
る
独
自
的
能
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
両
者
が
相
侯
っ
て
政
策
的
調
整
作
用
の
効
果
を
も
減
殺
し
、
そ
の
不
均
衡
に
尊
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
(A.F.
B
u
n
s
,
 op. 
cit. 
邦
訳
七
五
頁
l
八
一
頁
。
）
本
節
で
は
産
業
循
環
の
土
台
G
r
u
n
d
(11
実
在
的
甚
礎
）
の
一
極
に
お
け
る
要
素
を
な
す
＞
範
疇
の
現
実
的
性
格
を
検
討
し
、
業
循
環
の
変
型
を
そ
の
核
心
的
フ
ァ
ク
ク
ー
よ
り
分
析
し
て
み
た
い
。
再
生
産
構
造
の
基
礎
範
疇
と
し
て
の
＞
概
念
に
お
け
る
価
値
法
（
瀬
尾
）
五
産
蚕
匹
釦
’
姐
測
R...IJ
友
字
匹
「
淀
察
誼
」
暉
纏
翻
4叫
虹
紹
紐
如
砂
＇
匹
麟
峠
紅
疇
疇
暉
鰤
虹
年
暉
郎
匹
迎
逗
砂
知
"
'
o
吟
誕
睾
韓
饂
囀
芦
炸
砂
'
-
<
四
這
忍
口
如
1゚
祁
窒
策
疇
心
臼
S
'
匹
匹
嬌
報
腿
華
咲
第
七
表
各
循
環
に
お
け
る
人
口
及
雇
傭
の
年
平
均
成
長
率
（
彩
）
時
期
lー
1
年
次
：
 ：
 
I
上
昇
年
9J、
後
；
lfil..l:
復
↑
寺
9J、
後
退
1
:
 
復昇
1上
年
：
，
J、
後
退
活
況
年
：
 ：
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2.2: 
J
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1
 
i
 I
 
2.1: 
12.1: 
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12.0: 
I
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 I
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~
 2.0 
~ I
 
1894~189612.0: 
B
 
I
 
I
,
 
；
．
．
 
• 
|，
1
.
|
：
 
I. 
e
 
1908~1921 
2,1, 
7,1| 
2.1. 
2.3| 
l.6i
ー
1.2|
l.9 2,9| 
l.6! 
°,9| 
2.oi
ー
2,4|
1.4: 
（191ぶ～
66）4
|
 l.3 4翌
1
o
.
8
 _
4翌
1
1.3 ・ー
1翌
1
1.9l 
-
7
?
 
f
 |
 1921~1932 |
 l.4: 
3,8| 
1,7 
6,1| 
2.o: 
-1.2| 
i
 
|
 1.7. 
2.o 
l.3 -
0
,
5
 
:
 
:
 
1
 
1
 
|
 l.2 0.11 
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I
 
1.oi 
3,2| 
o.9:
—
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C
出
9
|
 1932~1938 |
 o,7; 
3.7| 
！
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|
．
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l
 
|
 I
 
I
 ;
'
 
.
．
,
 
|
 
：
 
|
 
i
 
|
 o.8! 
-
5
.
1
 
;
 |
 1938~1946 |
 o.9; 
2.9| 
1.1 (1939~42)1 
!
 
|
 
：
 I
 i
 
1
 
:
 
；
 
:
 
：
 
:
 
；
 
：
 （1943~5) 
,
 
R
 !
R
 
6.4 
:
、
：
:
．
 
:
 
I
 :
 I
 :
 |
．
|
 l.2: 
-
2
.
 5
 
D
 |
 h |
 19
4
6
~
 
|
 2.o • (1945~；址
1.8i
1.9| 
l.9 -2.7| 1.6, 
1.3| 
2.o! 
4翌
1.7;
1門I
1.6| 
2.3 |
 
i
 
|
 l.9i 
-2.41 1.9
ー
2.5|
Source; 
P
（
人
口
）
は
Historical
Statistics, 
p,26, 
1946~1956
年
11
Economic Almanac, 
op. 
cit. 
p, 1, 
N
（
雇
傭
）
は
1900~1920
年
は
，
Economic
Almanac, 
op. 
cit. 
p,330~1. 
1921
年
～
1956
年
1文
p.328~9
の
民
間
産
業
総
計
よ
り
既
述
の
方
法
に
よ
り
算
出
。
（注）
①
は
第
1
次
大
戦
R
は
第
2
次
大
戦
⑧
11
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
影
響
を
示
す
。
cc 
米
囲
H
綜
以
共
全
心
掴
綜
網
煕
Q
総
剌
..>J,¥'Q
撚
類
（
誕
圏
）
関
111
Sム~
第
一
に
、
し
よ
う
。
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
し
か
も
か
か
る
塾
睾
辻
A
口
淀
咲
津
踪
H
満
蛍
F
孟
繭
華
0
井
屯
迪
溺
淘
拠
と
し
て
の
g
u
r
c
e
;
 
A
 (
~
睾1
]
A口
）
u
”
1
9
0
0
1
1
9
2
8
:
!
j
;
t
”
E
c
o
n
o
m
i
c
A
l
m
a
n
a
c
,
 
op. 
cit. 
p.326. 192811956~"11 
p
.
3
2
6
1
7
,
 
op. 
cit. 
1
9
5
3
1
4
,
 
p.426. 
M
N
 (珊
g
i
g
H幽
g
で
せ
H
が
繭
蔀
）
i＂
•
1
g
o
/
1
9
1
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:
!
j
;
t
＂
o
p
.cit•1958, 
p
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1
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5
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"
i
け
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p
.cit. 
p
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3
2
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＠
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1
9
5
5
:!j; 
1
9
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O
J
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そ
れ
ぞ
れ
の
両
者
の
年
平
均
成
長
率
の
相
関
関
係
を
み
る
た
め
に
、
第
七
表
及
び
第
八
表
を
作
成
こ
の
両
表
に
お
け
る
指
標
の
組
合
せ
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
随
時
両
表
の
各
指
標
を
適
宜
に
組
合
せ
て
相
対
比
し
て
利
用
し
て
も
よ
い
。
こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
表
の
分
析
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
態
様
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
雇
傭
人
口
の
成
長
率
は
産
業
循
環
の
各
局
面
を
通
じ
て
変
動
が
明
確
で
あ
り
、
短
期
的
に
は
ほ
ぼ
一
定
の
成
長
率
を
示
す
人
口
乃
至
労
働
力
人
口
の
プ
ー
ル
か
ら
の
反
撥
・
吸
引
が
検
証
さ
れ
る
。
び
製
造
工
業
部
門
雇
傭
と
並
べ
て
、
i
:
"
竺
ト
湘
井
、
j
、
こ
熾
こ
了
:
:
井
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A
:
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渫
ヽ
/
浙
（
瀕
尾
）
「
近
代
的
産
業
の
生
活
条
件
」
五
四
55 
環
f
以
降
に
お
い
て
「
回
復
」
（
瀬
尾
）
る。
五
五
「
産
業
的
予
備
人
口
群
industrielle
R
e
s
e
r
v
e
a
r
m
e
e」
の
実
存
1
1
「
産
業
循
環
の
週
期
的
変
動
に
照
応
す
る
膨
脹
お
よ
び
収
縮
」
第
二
に
、
回
復
・
上
昇
両
局
面
の
雇
傭
の
成
長
率
は
循
環
g
を
除
き
減
衰
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
⑧
9
 
（第一
0
表
参
照
T
こ
れ
は
労
働
生
産
性
の
上
昇
1
1
所
要
労
働
量
の
相
対
的
減
退
（
↓
資
本
の
有
機
的
構
成
高
度
化
）
の
一
般
的
帰
結
と
推
測
さ
れ
現
代
資
本
制
経
済
体
制
の
内
在
的
一
傾
向
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
相
対
的
過
剰
人
口
relative
U
e
b
e
r
v
o
l
k
e
r
u
n
g
 
つ
ぎ
に
賃
銀
水
準
の
動
向
を
独
立
に
取
り
上
げ
た
第
九
表
を
第
一
0
表
と
並
ん
で
検
討
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
再
生
産
過
程
の
独
自
的
一
要
素
と
し
て
の
可
変
資
本
＞
範
疇
を
比
較
的
純
粋
に
抽
出
す
る
た
め
に
製
造
工
業
部
門
の
生
産
的
賃
労
働
者
賃
金
水
準
を
剰
余
価
値
の
再
分
配
と
し
て
の
性
格
の
混
入
し
て
い
る
一
般
産
業
被
傭
者
賃
金
・
俸
給
水
準
か
ら
区
別
し
相
対
比
し
て
掲
げ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
第
一
に
、
両
指
標
と
も
産
業
循
環
の
影
響
を
顕
著
に
蒙
っ
て
い
る
が
、
循
環
的
変
動
に
よ
り
強
い
従
属
性
を
示
す
の
ほ
＞
概
念
で
あ
（
そ
れ
は
循
環
h
に
お
い
て
も
各
局
面
の
成
長
率
の
較
差
の
存
在
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
）
第
二
に
、
賃
金
変
動
は
循
環
e
ま
で
拡
散
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
循
環
f
に
は
プ
ラ
ス
性
向
が
優
位
を
占
め
、
循
環
h
に
至
る
ま
で
に
、
、
、
、
、
下
方
硬
直
性
の
獲
得
が
み
ら
れ
る
。
第
三
に
、
消
費
者
物
価
を
考
慮
す
る
と
（
第
一
0
表
）
循
環
e
に
は
分
配
関
係
に
お
け
る
賃
金
の
地
位
の
悪
化
が
推
測
さ
れ
る
が
循
「
上
昇
」
両
局
面
に
実
質
賃
銀
の
改
善
が
み
ら
れ
た
。
（
恐
慌
」
局
面
の
悪
化
を
揚
棄
せ
ず
。
）
第
四
に
、
循
環
f
に
至
る
ま
で
＞
範
疇
は
一
般
給
与
に
比
し
て
相
対
的
に
成
長
率
が
小
さ
く
、
分
配
関
係
に
お
け
る
製
造
工
業
部
門
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
け
る
雇
傭
問
題
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
は
製
造
工
業
に
お
い
て
特
に
顕
著
で
あ
る
。
の
慢
性
的
性
格
・
執
拗
な
潜
在
的
圧
力
が
現
代
の
米
国
工
業
に
お
9C 
米
lllllH縦
以
槃
全
内
拙
鏃
頴
縣
Q
~
商
』
ギ
Q
鎚
頬
（
悪
圏
）
第
九
表
各
循
環
に
お
け
る
賃
金
水
準
の
年
平
均
成
長
率
（
彩
）
日
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年
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Source; 
W
（
一
般
産
業
賃
金
・
俸
給
水
準
）
は
．
1860~1890
年
は
非
農
業
被
僻
者1
日
当
り
平
均
賃
金
指
数
で
Historical
Statisti_e.. 
p. 66, 
1890~ 1926
年
は
全
産
業
年
間
平
フ
ル
ク
イ
ム
均
稼
得
指
数
(Douglas)
で．
op.
cit. 
p.68. 
1929~1958
年
は
民
間
産
業
正
規
被
傭
者
年
間
平
均
賃
金
及
俸
給
で
Economic
Almanac, 
op. 
cit. 
p.291. 
(1939~19“
年
は
E,A. 
1953~4. 
p.364). 
M
（
製
造
工
業
生
産
労
働
者
賃
金
水
準
）
は1890~1919
年
は
．
H.S.p.68, 
1920~1956
年
は
E.A.
1958. 
p.251~2
よ
り
算
出
（
何
れ
も
平
均
年
稼
得
）
。
カ
レ
ン
ト
•
ド
ル
に
よ
る
。
（注）
①
は
南
北
戦
争
②
は
第
1
次
大
戦
⑧
は
第2
次
大
戦
の
イ
ン
フ
レ
ー
ツ
ョ
ン
期
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。
④
It
夫々
1955
年1956
年
の
数
値
を
示
す
。
※
は
複
利
法
に
よ
る
算
出
．
第
る
表
各
循
環
局
面
主
要
指
標
年
平
均
成
長
率
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覧
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業雇傭［口
i
製
造I工業雇i
人口i
労i□
i:：
26|
口25
a
 
|-11 9| -5 7| -4.1| 
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Source;
第
五
表
，
第
七
表
，
第
八
表
，
第
九
表
と
同
じ
，
消
費
者
物
価
は
Economic
Almanac, 
1958, 
p. 71 If
よ
る
。
（注）
（1）
は
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
・
イ
ソ
フ
レ
ー
ツ
ョ
ソ
R
は
第
1
次
大
戦
期
の
イ
ン
フ
レ
ー
ツ
ョ
ン
⑧
は
第
2
次
大
戦
と
戦
後
イ
・
ソ
フ
レ
ー
ツ
ョ
ソ
に
よ
る
影
需
を
示
す
。
トs
米
囲
H
縣
且
共
士
内
涸
縣
華
縣
Q
~
剌
A
J
~
Q
綻
瑕
（
悪
圏
）
団
ギ
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(10) (9) (8) (7) 
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
一九――
-0年
代
以
降
逆
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
循
環
f‘
餅
て
顕
著
で
、
循
環
h
に
お
い
て
は
殆
ど
一
般
給
与
と
い
う
。
ハ
ラ
レ
ル
で
あ
る
と
い
う
動
き
方
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
（
第
一
0
表）
更
に
上
の
こ
と
か
ら
賃
労
働
一
般
の
地
位
の
改
善
を
論
結
す
る
に
は
非
製
造
工
業
部
門
の
賃
銀
水
準
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
要
約
す
る
と
、
雇
傭
面
で
も
賃
銀
面
で
も
労
働
力
の
地
位
の
循
環
的
変
動
に
従
属
的
な
不
安
定
性
が
持
続
し
、
こ
の
こ
と
が
、
産
業
循
環
に
抵
抗
す
る
と
こ
ろ
の
、
再
生
産
構
造
の
内
部
要
因
に
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
底
の
形
成
作
用
(11
賃
銀
の
下
方
硬
直
性
↓
上
向
性
向
）
を
不
安
定
な
動
揺
的
も
の
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
価
値
法
則
の
揚
棄
へ
の
展
望
に
導
き
得
な
い
所
以
で
あ
る
。
K. M
a
r
x
,
 D
a
s
 Kapital., I. 
s.666~7.
邦
訳
前
掲
第
四
分
冊
一
四
ニ
ー
五
頁
。
一
方
に
お
い
て
人
口
の
成
長
率
は
循
環
。
a
か
ら
g
に
至
る
減
衰
傾
向
か
ら
脱
し
て
循
環
h
に
は
か
な
り
の
回
復
を
み
せ
て
い
る
た
め
雇
傭
の
成
長
率
の
減
衰
は
直
ち
に
相
対
的
過
剰
人
口
の
累
進
的
生
産
を
内
在
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
他
方
で
は
賃
銀
水
準
の
変
化
と
い
う
媒
介
的
要
因
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
現
実
の
雇
傭
に
対
す
る
圧
力
の
表
現
と
し
て
は
人
口
よ
り
む
し
ろ
労
働
力
人
口
と
の
相
関
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
労
働
力
人
口
統
計
は
雇
傭
人
口
と
失
業
人
口
と
の
機
械
的
加
算
で
あ
っ
て
、
潜
在
的
乃
至
流
動
的
労
働
力
人
口
（
現
実
の
社
会
を
構
成
す
る
成
員
）
を
掌
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
全
く
不
完
全
な
指
糠
と
し
か
な
り
得
な
い
。
し
か
し
便
宜
上
之
を
利
用
す
る
と
循
環
e
以
降
（
第
二
次
大
戦
中
を
除
き
）
ほ
ぼ
一
定
の
成
長
率
を
維
持
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
相
対
的
過
剰
人
口
の
累
進
的
と
は
い
え
ぬ
に
し
て
も
慢
性
的
な
実
在
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
循
現
h
に
お
け
る
製
造
工
業
部
門
雇
傭
の
僅
か
な
回
復
は
、
当
該
部
門
の
外
延
的
拡
大
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
（
前
掲
拙
稿
第
一
表
参
照
）
、
内
在
的
資
本
棉
成
の
低
度
化
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
小
後
退
の
時
点
に
お
け
る
反
撥
の
大
き
さ
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
短
期
に
つ
い
て
の
限
界
資
本
楷
成
の
問
題
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
1
生
産
と
消
費
を
め
ぐ
る
一
分
析
」
（
「
世
界
経
済
評
論
」
一
九
五
八
年
四
月
号
所
収
）
及
び
「
国
際
経
済
」
第
一
0
号
所
載
論
稿
参
照
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
所
得
分
配
関
係
の
改
善
と
い
う
結
果
の
大
部
分
が
一
九
一
―
-
0年
代
と
第
二
次
大
戦
中
に
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
関
し
て
の
実
証
的
な
研
究
に
は
S.
F. 
G
o
l
d
s
m
i
t
h
,
 
C
h
a
n
g
e
s
 
in 
T
h
e
 
Size 
Distribution 
of 
I
n
c
o
m
e
,
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
Eco. 
R
e
v
i
e
w
,
 M
a
y
,
 1957. 
賃
労
働
の
地
位
の
相
対
的
低
下
が
進
行
し
た
が
、
（
瀬
尾
）
五
八
g
に
お
い
59 
1
内
攻
に
導
い
て
い
る
と
と
も
に
(11
経
験
的
「
恐
慌
」
（
瀬
尾
）
現
象
の
欠
落
化
症
状
）
、
五
九
他
面
で
は
産
業
循
環
の
真
の
底
を
形
成
す
べ
き
再
第
一
。
先
の
拙
稿
に
お
い
て
検
出
し
た
短
期
的
産
業
循
環
の
上
昇
局
面
に
お
け
る
工
業
生
産
の
趨
勢
値
の
減
衰
傾
向
は
、
本
稿
に
お
ヽ
け
る
産
業
循
環
の
総
1
全
過
程
の
検
討
を
通
じ
て
も
実
証
さ
れ
た
。
か
か
る
現
実
の
生
産
発
展
率
の
減
衰
傾
向
は
、
労
働
生
産
性
の
著
、
、
、
し
い
上
昇
性
向
に
表
現
せ
ら
れ
る
潜
在
的
生
産
能
力
の
展
望
と
相
背
離
す
る
動
向
で
あ
っ
て
、
生
産
力
と
生
産
関
係
と
の
矛
盾
の
実
在
を
想
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
。
独
占
形
成
以
後
の
段
階
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
は
リ
ア
ル
・
ク
ー
ム
に
お
け
る
「
構
造
的
不
安
定
性
向
」
と
し
て
統
計
的
に
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
。
か
か
る
リ
ア
ル
・
ク
ー
ム
で
の
構
造
的
不
安
定
性
向
が
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
相
照
応
的
な
拡
散
作
用
に
媒
介
さ
れ
て
現
実
化
パ
ニ
ッ
ク
し
た
も
の
が
、
独
占
段
階
に
お
け
る
産
業
循
環
の
「
旧
型
」
の
変
型
で
あ
り
、
経
験
的
「
恐
慌
」
現
象
の
激
化
は
こ
う
し
た
条
件
と
結
合
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
所
得
分
配
の
悪
化
が
か
か
る
危
機
的
状
況
の
古
典
的
形
態
を
な
し
て
い
る
。
第
四
。
―
―
-0年
代
と
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
に
、
産
業
循
環
の
変
形
の
新
た
な
状
況
が
現
わ
れ
は
じ
め
た
。
こ
の
「
新
型
」
の
変
形
状
況
に
お
い
て
は
、
リ
ア
ル
ク
ー
ム
で
の
構
造
的
不
安
定
性
向
が
上
向
1
現
実
化
す
る
過
程
に
お
い
て
硬
直
化
し
た
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
濾
過
し
、
そ
の
こ
と
は
基
礎
的
・
（
実
物
的
）
諸
関
係
1
矛
盾
の
表
現
過
程
e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
p
r
o
c
e
s
s
の
喪
失
生
産
過
程
の
基
礎
的
消
費
範
疇
に
お
け
る
価
値
法
則
貫
徹
を
上
限
と
す
る
消
費
制
限
（
経
済
循
環
へ
の
従
属
）
を
揚
棄
し
得
ず
、
こ
の
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
以
上
の
分
析
を
綜
合
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
IV
結
語
60 
（
後
記
）
環
の
第
一
の
変
型
1
1
「
拡
散
的
不
安
定
性
向
」
に
続
く
後
二
の
変
型
の
到
来
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
こ
と
は
古
典
的
ク
ラ
イ
＞
ス
バ
ニ
ッ
ク
恐
慌
の
回
避
を
予
想
す
る
と
し
て
も
、
内
在
す
る
恐
慌
要
因
の
何
ら
か
の
形
で
の
発
現
を
否
定
し
去
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。
「
恐
慌
」
局
面
の
記
述
的
現
象
の
穿
盤
は
初
め
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
産
業
循
環
の
時
系
列
的
分
析
と
別
個
の
分
野
を
な
す
の
で
あ
り
、
是
迄
の
と
こ
ろ
で
も
「
恐
慌
」
局
面
の
m
o
d
e
r
a
t
i
o
n
は
循
環
過
程
の
構
造
的
不
安
定
性
向
と
充
分
並
列
的
に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
。
産
業
循
環
の
総
1
1
全
過
程
の
分
析
を
通
じ
て
、
基
礎
的
な
「
構
造
的
不
安
定
性
向
」
を
検
出
し
、
同
時
に
そ
の
現
象
化
過
程
に
お
い
て
「
旧
型
」
の
「
拡
散
的
不
安
定
性
向
」
よ
り
「
新
型
」
の
「
停
滞
的
不
安
定
性
向
」
へ
の
変
形
を
展
望
し
た
が
、
か
か
る
事
実
認
識
の
確
定
は
や
が
て
現
代
産
業
循
環
理
論
に
お
い
て
再
構
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
基
礎
材
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
筆
を
掴
き
、
後
日
の
理
論
的
解
明
を
期
し
た
い
。
本
稿
は
前
掲
「
商
学
論
集
」
第
三
巻
第
三
号
所
収
拙
稿
論
文
の
直
接
の
続
絹
で
あ
り
、
併
せ
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
の
完
結
の
な
い
m
i
n
o
r
cycle 
米
国
工
業
に
お
け
る
産
業
循
環
の
変
型
と
そ
の
構
造
こ
う
し
て
m
a
j
o
r
cycle 
こ
と
が
「
新
型
」
の
危
機
的
状
況
の
醸
成
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
勿
論
対
抗
作
用
と
し
て
個
人
消
費
的
所
得
範
疇
の
上
昇
力
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
そ
れ
は
経
済
変
動
の
優
位
性
に
対
す
る
従
属
構
造
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
五
。
第
二
次
大
戦
以
後
の
循
環
過
程
は
そ
の
上
昇
局
面
に
み
ら
れ
る
振
動
性
向
に
も
拘
ら
ず
「
恐
慌
」
に
よ
る
完
結
に
至
ら
ず
反
復
的
な
m
i
n
o
r
cycle
の
み
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
構
造
的
不
安
定
性
向
の
う
ち
サ
イ
ク
ル
の
発
散
化
性
向
・
陥
落
性
向
な
ど
の
要
素
を
欠
き
、
相
対
的
に
A
安
定
的
な
＞
径
路
を
動
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
過
程
の
特
質
は
、
上
昇
局
面
を
通
じ
て
こ
の
ト
レ
ソ
ド
の
減
衰
性
向
と
サ
イ
ク
ル
の
顛
動
性
向
と
を
指
標
と
す
る
「
停
滞
的
不
安
定
性
向
」
で
あ
る
。
の
反
復
の
う
ち
に
不
安
定
性
向
が
内
攻
し
て
い
る
限
り
、
そ
れ
は
二
0
世
紀
初
頭
に
お
け
る
産
業
循
（
瀕
尾
）
（
一
九
五
八
・
ー
ニ
・
九
稿
一
九
五
九
•
五
•
三
一
校
正
）
六
〇
